
 

久し振りの互和讃会 2023（昭和３７年卒クラス会） 
  

コロナパンデミックに振り回された３年余り、一応制約がなくなって日常が戻ったとはい

えまだまだ注意が必要な今日ではあるが、１昨年暮れ亡くなった同級生の高井禎之君を偲ぶ

ため、同君の奥さんの希望もあり一周忌（実際は約１年半程過ぎてはいるが）の供養に去る

5月 29日雨模様の大阪に集まった。 

体調不良で参加できない同級生も数人いたが、近隣の５人とすでに亡くなっている同級生の

奥方 1 人計６人が、福島の堂島川に接した非常にロケーションの良いマンションの高井君

宅へお邪魔した。部屋に設置してある仏壇でお参りしてから、同夫人に用意してもらった高

井君行きつけの寿司屋永吉に向かった。 

先ず高井君に向けて献杯し、準備してあった見事な寿司コ－ス料理を頂きながら在りし日

の彼を偲んだ。過去の色々な集まりや、凖指の腕前を持つ高井君のスキ－旅行の話、又岩坪

君の定期的な謡曲の会があり忙しい日々を過ごしている話等現在の同級生達の様子や健康

状態を心配する話、そして今後我々がどの様に生きて行くか等、久し振りに集まった事もあ

り話も弾んだ。我々の同級生達も既に半数以下になり、非常に寂しさを感じている今日でも

あり、何とか皆が元気なうちに又集まれるようにと今後もお互いに連絡を取り易くするため

に、Line のお友達グル－プに加入することにした。話題は様々で尽きなかったが、何分夜

遅く遠方に出掛ける事がちょっと億劫になって来た我々なので、このあたりでと話を切り上

げて帰宅することにした。 

数少ない集まりではあったが、互和讃会としてレポートした。 
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３０年１２月２０

～２１日 

寿司屋永吉での集合写真 

左から 泉夫人 高井夫人 川崎 岩坪 山中 福西 筆者の各氏 

           


